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 市の情報は、各ソーシャルメディアでも発信中！ 友だち追加やフォ
ロー、チャンネル登録をお願いします。
※本紙掲載のQRコードは、読取日時や回数などのアクセス状況を解析する場合があります。 YouTube

今号は6月20日時点で作成しています。

新型コロナウイルスの感染状況により、

掲載している内容は変更・中止もあり

えますので、必ずご確認ください。

令和 4年

No.377

2022

７



　「災害が自分の身にふりかかるとは」。あの日を迎える

まで災害はテレビの中の世界で、自分事として思うこと

はありませんでした。

　あの日、松末小学校付近では昼ごろから雨が激しくなり、

保護者が迎えに来る児童もいました。この時は「いつもよ

り激しく降っている」くらいの印象で、あのような災害が

起こるとは思ってもいませんでした。夕方にかけて雨が激

しさを増し、周辺も危険な状況になり学校に残ることに。

児童のほか、近所の人や、保育園児を含め約 50 人が体

育館に避難していました。しかし、体育館の周囲も浸水し

危険な状況になったため、校舎の 3 階へ避難しました。

その後、体育館や校舎に土砂が流れ込み、机やいす、車ま

でもが流され、周囲の山々では土砂崩れの音が鳴り響き

ました。また、土砂の独特のにおいが校舎内に充満し、苦

しくなりました。小さい子はパニックになり泣き出す子も。

私もとても怖かったのですが、最上級生として「大丈夫だ

よ」と声を掛け、一緒に絵本を読んだり、歌ったりして過ご

しました。翌朝、明るくなった周囲を見渡すと、変わり果て

た松末の景色が広がっていて言葉になりませんでした。

　それからは、杷木中学校での避難生活。大人は自宅の

復旧作業などに追われ、子どもたちで励まし合いながら

たくさんの支援に感謝
　　　　　　この思いをさまざまかたちで返していきたい

平成 29 年 7 月九州北部豪雨
平成 29 年 7 月 5 日～ 6 日にかけて、朝倉市・東峰村などに大き

な被害をもたらした豪雨災害。朝倉観測所では 5 日 15 時 38 分

までの 1 時間の降水量が 129.5mm、24 時間の最大降水量は

545.5mm となり、観測開始（昭和 52 年 2 月）以来の 1 位を更新

する大雨となった。

人的被害　計 35 人　［死者33人（災害関連死1人を含む）、行方不明者2人］

避難者数　最大 1204 人　　　住家等建物被害　計 1471 件

あ
の
日
、そ
し
て
、こ
れ
か
ら

あ
の
日
、そ
し
て
、こ
れ
か
ら 杷木松末在住

　冨田 響
ひ び き

葵 さん

現在、高校 2 年生。災害当時は松末小学校

の 6 年生で、校舎で一夜を明かす。朝倉グ

リーンツーリズム協議会が主催する「防災学

習ツアー」で自身の災害の体験談を小学生

に伝える活動を行った。

過ごしました。その間、全国そして海外からもたくさんの

支援をいただきました。イベントやボランティア、応援メッ

セージ、特に、卒業式や閉校式を被災した体育館ででき

たことは、本当にうれしかったです。

　災害をきっかけに防災学習ツアーで、市外の小学生に体

験談を話す機会もありました。たくさんの人の支えや支援

を受けてきたこともあり、災害の経験を伝えることで恩返し

になればと引き受けました。参加者に、災害を身近に、自分

事として考えてもらえるように話し、「自分と同じ目線での

話を聞けて良かった」といった声を聞くことができました。

　自宅のすぐそばには赤谷川が流れていて、復興が進

む様子をずっと間近で見てきました。毎年、大雨のたび

に工事がやり直しになることもありながら、徐々に復興

が進んでいき、人の力はすごいと感じました。昔の風景

には戻らない寂しさもありますが、安全な川に生まれ変

わっていることに感謝の気持ちでいっぱいです。

　たくさんの支援をいただき、本当にありがとうござい

ました。皆さんの力がなければここまで復興は進んでい

なかったと思います。今後は、何らかのかたちで困って

いる人に勇気を与えたり、手を差し伸べたりできるよう

な人になりたいと考えてます。
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襲
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記
録
的
豪
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が
朝
倉
を
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う

　

平
成
29
年
７
月
5
日
、
17
時
51
分
、
九

州
地
方
で
は
初
め
て
発
令
さ
れ
た
大
雨

特
別
警
報
。
特
に
、
黒
川
で
は
わ
ず
か
9

時
間
で
７
７
４
ｍ
ｍ
と
短
時
間
に
記
録
的

豪
雨
を
観
測
。
土
砂
や
流
木
、
洪
水
な

ど
の
複
合
災
害
が
市
内
全
域
に
甚
大
な

被
害
を
与
え
ま
し
た
。

　

発
災
後
、
全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
支
援

も
あ
り
、
市
内
各
地
で
復
興
が
進
ん
で

い
ま
す
。

進
む
復
興
を
未
来
へ
つ
な
ぐ

進
む
復
興
を
未
来
へ
つ
な
ぐ

　

あ
の
日
か
ら
5
年
の
歳
月
が
経
過
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
災
害
を
風
化

さ
せ
な
い
た
め
に
、
そ
し
て
、
今
日
も
進

ん
で
い
る
復
興
を
未
来
へ
つ
な
い
で
い
く

た
め
に
―
―
。

　

あ
の
日
、
松
末
小
学
校
で
被
災
し
た
冨

田
響ひ

び

き葵
さ
ん
に
、
当
時
の
様
子
か
ら
、
現

在
に
至
る
ま
で
の
経
験
や
思
い
を
話
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
5
年
間
の
復

興
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
今
後
の
復
興

事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

　

7
月
5
日
は
「
市
民
防
災
の
日
」。
一

人
ひ
と
り
が
防
災
を
考
え
る
日
に
し
ま

し
ょ
う
。

復興が進む赤谷川流域（令和 4 年 5 月撮影）復興が進む赤谷川流域（令和 4 年 5 月撮影）
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復
興
復
興
のの
歩
み
歩
み

未
来
へ

未
来
へ

・　7 月 ボランティアセンター開設

・　8 月 三連水車再稼働

・　8 月 応急仮設住宅完成入居開始

・　9 月 市復興計画基本方針策定

・　9 月 朝倉県土災害事業センター設置

・10 月 初の地区別復旧・復興推進協議会

・11 月 初の市復興計画策定委員会

・11 月 すべての避難所を閉鎖

平成 30 年
・　2 月 地域支え合いセンター開設

・　3 月 市復興計画策定

・　4 月 国交省九州北部豪雨出張所設置

・　5 月 地区別復興まちづくり協議会

・　7 月 朝倉市追悼式

・10 月 長期避難世帯認定

・11 月 がんばろう！ あさくら祭り開催

平成 31 年　令和元年
・　5 月 災害記録誌完成

・　7 月 災害公営住宅完成

・11 月 災害公営住宅に「えんがわ」開設

平成 29 年 7 月 5 日

　九州北部豪雨発生

令和 2 年
・3 月 久喜宮地域防災拠点施設完成

・3 月 災害学習の修学旅行受入

・4 月 長期避難世帯の認定解除　　　　　　　
　　　　　　　　　　（中村・石詰・小河内・疣目）

令和 3 年
・　2 月 宅地嵩

かさ

上げ工事着手

・　3 月 朝倉市復興実施計画策定

・　7 月 防災学習ツアー

・11 月 寺内ダムライトアップ開催

・12 月 災害ボランティア体験の修学旅行受入

・12 月 長期避難世帯の認定解除（乙石・黒松）

現在

　市では、平成 29 年７月九州北部豪雨の教訓から、7 月 5 日を「市民防災の日」と定めています。　市では、平成 29 年７月九州北部豪雨の教訓から、7 月 5 日を「市民防災の日」と定めています。

　当日は、10 時に災害で亡くなられた方々に謹んで哀悼の意を表するとともに、心からご冥福をお祈り　当日は、10 時に災害で亡くなられた方々に謹んで哀悼の意を表するとともに、心からご冥福をお祈り

するために、防災行政無線で全市一斉に黙とうを行います。するために、防災行政無線で全市一斉に黙とうを行います。

　「あの豪雨を忘れないため」「災害に備えるため」、私たち一人ひとりが、この日を、私たち一人ひとりが、この日を防災

について考える機会としましょう。としましょう。

７月５日は　　　　 の日

小学校跡地の活用（令和 5 年）

　被災した松末小学校が、コミュニティ

の事務所や会議室などを備えた施設

に生まれ変わります。

　地域住民のよりどころとして再生さ

せるとともに、この場所に小学校が

あった証を残していきます。

災害伝承広場の整備（令和 5 年）

　土砂災害の経験と教訓を後世に継承し、市内外へ発信する

ため、復興が進む松末地区の崩
くえんたに

谷川砂防施設付近に伝承広

場を整備します。

　被害状況だけでなく、復旧・復興事業についても伝えられる

ように、防災学習の拠点とします。

志波防災拠点施設・防災広場イメージ図

地域支え合いセンター地域支え合いセンター

追悼式追悼式 あさくら祭りあさくら祭り

まちづくり協議会まちづくり協議会

えんがわ（杷木団地）えんがわ（杷木団地）災害公営住宅（頓田）災害公営住宅（頓田）

久喜宮地域防災拠点施設久喜宮地域防災拠点施設 長期避難世帯認定解除（石詰）長期避難世帯認定解除（石詰）

宅地嵩上げ事業（寒水）宅地嵩上げ事業（寒水） 修学旅行受入修学旅行受入

寺内ダムライトアップ寺内ダムライトアップ 長期避難世帯認定解除（黒松）長期避難世帯認定解除（黒松）

応急仮設住宅応急仮設住宅 市復興計画策定委員会市復興計画策定委員会

赤谷 14 砂防堰堤工
赤谷 15 砂防堰堤工

赤谷 16 砂防堰堤工

砂防事業案内板

イメージ図イメージ図

市民防災

平成 29 年 7 月九州北部豪雨
あの日から5 年

被災した三連水車被災した三連水車防災拠点施設・
　防災広場の整備（令和 4 年～ 5 年）

　平常時は地域防災力の向上を図り、防災訓

練や地域活動、研修会など防災教育の場とし

て活用。災害時は防災対策拠点やボランティ

アの活動拠点、物資集積場として活用します。

■防災拠点施設…志波

■防災広場…三奈木、久喜宮、杷木、志波

松末小学校松末小学校
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水
平
社
は
、
す
べ
て
の
人
々
が
、
あ
ら
ゆ
る
差

別
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
人
間
ら
し
く
暮
ら
し

て
い
け
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
今
も
同
和
問
題
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

１
０
０
年
の
節
目
に
、
真
に
人
権
が
尊
重
さ
れ

る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
、
み
ん
な
で
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※
朝
倉
市
で
は
令
和
元
年
12
月
に
「
朝
倉
市

部
落
差
別
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消

を
推
進
し
人
権
を
擁
護
す
る
条
例
」
を
制
定

し
、
行
政
・市
民
・事
業
主
な
ど
が
一
体
と
な
っ

て
差
別
解
消
の
取
組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る

偏
見
や
差
別
を
防
止
す
る
規
定
も

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
差
別
的
な
取
り
扱
い
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、「感
染
を
理
由
に
職
場
を
解
雇

さ
れ
る
」、「医
療
現
場
で
感
染
者
が
出
た
こ
と
を

理
由
に
、
医
療
従
事
者
の
子
ど
も
の
保
育
園
利

用
を
拒
否
さ
れ
る
」、「感
染
者
個
人
の
名
前
や

行
動
を
特
定
し
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
公
表
す
る
」な
ど
、こ

う
し
た
偏
見
や
差
別
は
決
し
て
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

令
和
３
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
「
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
」で
は
、
感
染
者
や
そ
の
家

族
、
医
療
従
事
者
な
ど
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、

差
別
的
な
取
り
扱
い
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
偏
見
や
差
別
を
防
止
す
る
た
め
の
規
定
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。
国
・県
・市
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
差
別
的
取
り
扱
い
な
ど

の
実
態
把
握
や
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

同
和
問
題
は
、
今
更
取
り
上
げ
る
必
要
は
な

く
、
そ
っ
と
し
て
お
け
ば
、
そ
の
う
ち
自
然
と

無
く
な
る
と
い
う
「寝
た
子
を
お
こ
す
な
」と
い

う
考
え
方
が
一
部
に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
同
和
問
題
に
関
す
る
差
別
は
、
い

ま
だ
に
、
現
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
存
在
し
ま

す
。
最
近
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
差
別
を
助
長
す
る
書
き
込
み
や
動
画
投
稿

が
あ
り
ま
す
。

　

「
寝
た
子
を
お
こ
す
な
」の
考
え
方
で
は
、
同

和
問
題
に
対
し
て
の
正
し
い
知
識
や
理
解
を

得
ら
れ
ま
せ
ん
。
誤
っ
た
情
報
を
信
じ
、
そ
の

ま
ま
周
り
に
広
め
て
い
っ
た
り
、
周
り
の
う
わ

さ
に
流
さ
れ
て
偏
見
を
持
っ
た
り
す
る
危
険

性
が
あ
り
ま
す
。

全
国
水
平
社
創
立
１
０
０
周
年

　

大
正
11
年
3
月
の
水
平
社
宣
言
か
ら
令
和

4
年
3
月
で
１
０
０
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

明
治
4
年
（１
８
７
１
年
）、
い
わ
ゆ
る
「解
放

令
」と
呼
ば
れ
る
「太
政
官
布
告
」が
出
さ
れ
ま

し
た
。
江
戸
時
代
か
ら
続
い
て
い
た
身
分
制
度

は
こ
れ
に
よ
り
改
め
ら
れ
、
身
分
差
別
に
苦
し

ん
で
き
た
人
々
も
一
般
人
と
同
じ
と
さ
れ
ま

し
た
が
、
差
別
は
依
然
と
し
て
残
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
部
落
差
別
に
苦
し
む
人
々
は
、
大
正

11
年
3
月
に
自
分
た
ち
の
力
で
差
別
か
ら
の

解
放
を
目
指
す
運
動
を
す
す
め
る
「
全
国
水

平
社
」を
創
立
し
ま
し
た
。

7月1日（金）～9月14日（水）募集期間

第17 回

朝倉市

　職場や学校、家庭、地域など、暮らしの中であなたが体験したことや感じたこと

を人権作品にしてみませんか。

作品募集！

７月は「同和問題啓発強調月間」

差別や偏見のない明るい社会をともに目指していきましょう

　福岡県では、同和問題の早期解決を目指し、1981年から毎年 7月を啓発強調月間と定め、さまざまな取組を

実施し、差別をなくす運動を展開しています。

　同和問題（部落差別）とは、日本社会の歴史的過程で形作られた身分差別により、国民の一部の人々が長い間、

経済的、社会的、文化的に低い状態に置かれることを強いられ、今なお、日常生活の中でさまざまな差別を受け

るなど日本固有の重大な人権問題です。

　この機会に、同和問題に対する正しい知識を持ち、理解を深めていきましょう。

 市人権・同和対策課（ 52-1174　 52-1162　 jinken@city.asakura.lg.jp）

　「部落差別解消推進法」や「人権教育・啓発推進法」の施行を踏まえ、

情報社会の現状と課題解決に向けた取り組み、私たちがどのような行動を取るべきか皆さんとともに考えます。

※手話・託児あり（無料）。

同和問題啓発強調月間講演会
7月5日（火）19 時～ / 開場18 時 30 分～ / 受付18 時～日時

組坂幸喜さん [ 九州大谷短期大学非常勤講師（人権論）]講師

 朝倉地区人権啓発情報センター（ 52-1182） 

人権パネル展
　だれもが人として幸せに生きるために 
　　～人権・同和問題の解決に向けた歩み～

7月1日（金）～31日（日） 8 時 30 分～ 22 時期間

朝倉地域生涯学習センター 1階 エントランスホール場所

▲市ホーム
ページ

「寝
た
子
を
お
こ
す
な
」で
は

「寝
た
子
を
お
こ
す
な
」で
は

部
落
差
別
は
な
く
な
ら
な
い

部
落
差
別
は
な
く
な
ら
な
い

■募集部門…①文章（作文）②標語 ③短歌 ④詩 ⑤ポスター ⑥缶バッジデザイン

■応募資格…市内に在住または通勤・通学している人

　　　　　　［小学生の部、中学生の部、成人・高校生の部（大学生を含む）、フリーの部（学年・年齢不問）］

■応募方法…応募要項をご覧ください（市ホームページからダウンロードできます）

■応募要項配布場所…市人権・同和対策課（朝倉地域生涯学習センター2階）、各地区コミュニティセンター

■応募規定…①入賞作品は人権啓発活動に活用します。 ②応募作品は返却しません。

 　　　　　  ③本人の作品ではないと判断した場合は、審査の対象としません。

▲第１６回朝倉市人権作品コンクール入賞
作品 ポスター部門 小学校３・４年生の部
最優秀賞（馬田小学校　原菜々子さん）

ピーポート甘木 大ホール場所

「情報×
と

人権」演題

第 3 回みんなの人権セミナー
　ハンセン病と人権 

7月21日（木） 19 時～日時

朝倉地域生涯学習センター2 階 会議室1場所

古
こ ち ょ う

長美知子さん
[（一社）ヒューマンライツふくおか 代表理事]

講師

「ハンセン病問題と私」演題

７月は「同和問題啓発強調月間」

※ 3 つの催しはすべて入場無料
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わ
た
し
は
、「
ふ
く
し
」
と
聞
く
と
ま
ず
、
わ

た
し
の
弟
の
事
を
思
い
う
か
べ
ま
す
。
わ
た
し

の
な
く
な
っ
た
弟
は
、
耳
が
な
く
耳
の
聞
こ
え

な
い
男
の
子
で
し
た
。
名
前
は
、
は
る
き
と
言

い
ま
す
。

　

な
ぜ
、
は
る
き
の
こ
と
を
書
こ
う
と
思
っ
た

の
か
と
い
う
と
、
は
る
き
は
天
国
か
ら
姉
の
わ

た
し
を
と
お
し
て
、
自
分
の
び
ょ
う
き
の
こ
と

を
み
ん
な
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
耳
が

な
い
弟
を
見
て
、
び
っ
く
り
し
た
顔
を
見
せ
な

い
で
ほ
し
い
と
思
う
だ
ろ
う
し
、
わ
た
し
が
弟

と
い
て
、
び
っ
く
り
さ
れ
た
ら
と
て
も
か
な
し

く
な
り
ま
す
。
じ
ろ
じ
ろ
見
ら
れ
た
ら
、
人
の

目
が
気
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

生
ま
れ
た
時
か
ら
耳
が
な
く
て
、
耳
が
き
こ

え
な
い
と
、
人
と
話
せ
な
く
て
た
い
へ
ん
だ
と

思
い
ま
す
。
手
を
つ
か
っ
て
手
話
で
話
し
た
り
、

文
字
を
つ
か
っ
て
筆
だ
ん
し
た
り
し
な
い
と
家

族
や
友
だ
ち
と
も
話
せ
な
い
と
思
い
ま
す
。
耳

が
な
い
と
い
う
だ
け
で
、
友
だ
ち
か
ら
笑
わ
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
耳
が
な
い
の
を
見
て
、

び
っ
く
り
し
た
り
お
ど
ろ
か
な
い
で
ほ
し
い
で

す
。
自
分
で
え
ら
ん
で
生
ま
れ
て
き
た
わ
け
で

も
な
い
か
ら
で
す
。

　

わ
た
し
は
、
弟
の
よ
う
な
耳
に
し
ょ
う
が
い

の
あ
る
人
に
は
、
に
っ
こ
り
し
た
笑
顔
で
い
て

ほ
し
い
で
す
。
わ
た
し
は
、
自
分
が
言
わ
れ
て

い
や
な
事
は
言
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
手
話

や
筆
だ
ん
を
つ
か
っ
て
耳
の
聞
こ
え
な
い
人
と

も
、
た
く
さ
ん
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い

で
す
。

　

そ
し
て
、
耳
の
し
ょ
う
が
い
だ
け
で
は
な
く
、

目
が
見
え
な
い
人
や
車
い
す
の
人
に
も
思
い
や

り
を
持
ち
み
ん
な
が
や
さ
し
い
気
持
ち
で
く
ら

せ
る
場
所
が
ふ
え
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

文
章
部
門　

小
学
校
3
・
4
年
生
の
部　

最
優
秀
賞

耳
の
な
い
弟

甘
木
小
学
校
3
年　吉

田　

幸さ

き希
さ
ん

第
16
回
（
令
和
3
年
度
）
人
権
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
紹
介

７月は「同和問題啓発強調月間」

詩
部
門　

中
学
生
の
部　

最
優
秀
賞

真
っ
白
で

し
わ
一
つ
な
く

傷
一
つ
な
く

落
が
き
の
一
つ
も
な
い

き
れ
い
な
紙
を

く
し
ゃ
く
し
ゃ
に
丸
め
て

は
さ
み
で
切
っ
て

た
く
さ
ん
ら
く
が
き
を
す
る

そ
れ
を
元
に
も
ど
そ
う
と
、

紙
を
広
げ
て

傷
を
テ
ー
プ
で
止
め
て

ら
く
が
き
を
消
し
て
も

汚
れ
た
紙
は
元
の
き
れ
い
な
姿
に
は
も
ど
ら
な
い

紙
に

「
ご
め
ん
」

と
謝
っ
て
も
、
も
ど
る
こ
と
は
な
い

そ
れ
は
、
人
の
心
も
同
じ
だ

た
く
さ
ん
傷
を
つ
け
ら
れ
て

ど
れ
だ
け
た
く
さ
ん

「
ご
め
ん
」

と
謝
ら
れ
て
も

傷
を
た
く
さ
ん
負
っ
た
心
は

き
れ
い
な
元
の
姿
に
も
ど
る
こ
と
は
な
い

心
の

傷

十
文
字
中
学
校
1
年

　

後
藤　

樹じ

ゅ

ね音
さ
ん

身
元
調
査
お
断
わ
り
運
動

「
し
な
い
！ 

さ
せ
な
い
！ 

許
さ
な
い
！
」

　

本
人
の
能
力
や
適
性
に
関
係
の
な
い
と
こ
ろ

で
、
人
を
判
断
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

市
で
は
、
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
中
、
不
当

な
差
別
に
つ
な
が
る
身
元
調
査
に
対
し
、
職
員

が
ワ
ッ
ペ
ン
を
着
用
し
、啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
３
人
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
を
侵
害
さ
れ
た
被

害
者
の
救
済
や
人
権
相
談
活
動
、
人
権
啓
発

活
動
な
ど
、
地
域
に
蜜
着
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、長
年
に
わ
た
っ
て
人
権
擁
護
活
動
に
尽

力
し
て
い
る
次
の
人
が
、
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

《
福
岡
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
表
彰
》

・大
内
田 

一
さ
ん
（南
陵
）

・永
松
睦
子
さ
ん
（杷
木
）

・熊
本
み
ど
り
さ
ん
（甘
木
）

新型コロナウイルス感染症
関連情報

［支援情報、ワクチン接種情報］

　    低所得の子育て世帯への特別給付金
（ひとり親世帯以外への給付金詳細）

■対象…次のすべてに該当する人

①子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世帯分）を受

給していない

②令和 4 年 3 月 31 日時点で 18 歳未満（特別児童扶養

手当の認定を受けている児童は 20 歳未満）の児童を養

育している

※令和 5 年 2 月 28 日までに生まれた新生児も対象

③令和 4 年度住民税が非課税、または新型コロナウイル

ス感染症の影響で収入が減少し、一年間の収入見込額が

住民税非課税相当の水準になる

■支給額…児童 1 人当たり 5 万円

■支給手続
《児童手当または特別児童扶養手当を受給し、令和 4 年
度住民税が非課税の人》 申請不要

《上記以外の人》 申請が必要

※詳しくは、市ホームページをご覧ください。

■申請期限…令和 5 年 2 月 28 日（火）

  市子ども未来課（ 28-7568）
▲市ホー
ムページ

　    国民健康保険税、介護保険料、
国民年金保険料などの減免

　新型コロナウイルス感染症の影響で、主に世帯の生計を

維持する人が死亡または重篤な傷病を負ったり、収入が

大きく減少したりして、納付が困難となる場合、申請により

次の税や保険料などが減免される場合があります。

※詳しくは、各担当課へお問い合わせいただくか、市ホー

ムページなどをご覧ください。

■減免される税や保険料などの種類
①国民健康保険税　　②後期高齢者医療保険料

③国民年金保険料　　④介護保険料　　　　　

⑤介護保険サービスの利用者負担額

■申請期間…令和 5 年 3 月 31 日（金）までの平日 8 時

30 分～ 17 時 15 分

※②のみ令和 5 年 3 月 28 日（火）まで

■申請場所…市保険年金課（本庁 1 階）

※朝倉・杷木支所では受け付けていません。

■持ってくるもの
①②④ ・保険証

・死亡診断書などその事実が確認できる書類

（死亡または重篤な傷病を負った世帯）

・売上台帳、給与明細など収入の減少が確認

できる書類（事業収入等が減少する世帯）

③被保険者・配偶者・世帯主のうち、令和 3

年1月以降（申請基準日）で収入が一番低かっ

た月の収入と必要経費が確認できるもの

※詳しくは日本年金機構ホームページをご覧ください。

 ①市保険年金課国民健康保険係（ 28-7558） 

②同課後期高齢者医療係（ 28-7557）

③同課国民年金係（ 28-7561）

④市介護サービス課資格認定係（ 28-7585） 

⑤同課給付育成係（ 28-7586）

▲市ホーム
ページ（国
保税減免）

▲日本年金
機構ホーム
ページ（国民
年金保険料
免除）

　    住民税非課税世帯などへの特別給付金
　　　（1世帯当たり10 万円を支給）

■対象…次のいずれかに該当する世帯

①令和 4 年 6 月 1 日時点で朝倉市に住民登録があり、

世帯全員の令和 4 年度の住民税が非課税の世帯

②新型コロナウイルスの影響で、令和 4 年 1 月以降の収

入が減少し、世帯全員の年間収入見込額が、住民税非課

税相当以下となる世帯

※①②ともに、住民税課税者から扶養されている人のみ

で構成する世帯は対象外。すでに令和 3 年度本給付金の

支給を受けた世帯や、その世帯主であった人を含む世帯

も対象外です。

■申請方法・期間など
《①の世帯》対象世帯主へ 6 月から随時確認書を発送し

ています。確認書発行後 3 カ月以内の申請を

お願いします。詳しくは通知をご覧ください。

《②の世帯》申請書を 9 月 30 日（金）までに

提出。詳しくは市ホームページをご確認ください。

  市福祉事務所（ 28-7609、本庁地階）

▲市ホー
ムページ

　　ワクチン接種情報 
・ワクチン接種のキャンセル対応にご協力ください。

・18 歳以上 60 歳未満の人の追加接種（4 回目）

は、申請が必要です。

※詳しくは、市ホームぺージをご覧ください。

  市新型コロナワクチン接種コールセン

ター（ 0570-066-070）

▲ キ ャ ン
セル対応
Web 申請

▲ 4 回目
接種
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次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

①
平
成
16
年
7
月
11
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

②
令
和
4
年
3
月
21
日
ま
で
に
転
入
届
を
行
い
、

引
き
続
き
朝
倉
市
に
住
所
を
有
し
て
い
る

※
刑
事
罰
な
ど
に
よ
る
欠
格
者
は
除
く
。

　

投
票
所
入
場
整
理
券
は
、
す
で
に
郵
送
し
て

い
ま
す
。
入
場
券
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
入
場
券
を
紛

失
し
て
も
本
人
確
認
を
し
た
う
え
、
投
票
で
き

ま
す
。
投
票
所
で
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
所
の
場
所
は
、
投
票
所
入
場
整
理
券
に

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
確
認
で
き
ま
す
。

　

投
票
時
間
は
7
時
～
20
時
で
す
。

※
佐
田
・
黒
川
の
投
票
所
は
19
時
ま
で
。

　

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
で
は
、「
選
挙
区
」

と
「
比
例
代
表
」
の
投
票
を
行
い
ま
す
。

①
「
選
挙
区
」
で
、
投
票
用
紙
に
候
補
者
の
氏

名
を
記
載
し
て
投
票
し
ま
す
。

②
「
比
例
代
表
」
で
、
参
議
院
名
簿
登
載
者
の

氏
名
ま
た
は
参
議
院
名
簿
届
出
政
党
の
名
称
も

し
く
は
略
称
を
記
載
し
て
投
票
し
ま
す
。

【
期
日
前
投
票
】

　

投
票
日
に
仕
事
や
外
出
な
ど
で
投
票
所
に
行

く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
「
期
日
前
投
票
」
が

で
き
ま
す
。

■
期
間
…
6
月
23
日
（
木
）
～
7
月
9
日
（
土
）

■
時
間
…
8
時
30
分
～
20
時

■
場
所

①
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
本
庁
1
階
）

②
朝
倉
支
所
１
０
１
会
議
室
（
1
階
）

③
杷
木
支
所
1
階
ロ
ビ
ー

※
い
ず
れ
の
場
所
で
も
投
票
で
き
ま
す
。

■
必
要
な
も
の

投
票
所
入
場
整
理
券
ま
た
は
本
人
確
認
が
で
き

る
も
の
（
運
転
免
許
証
や
健
康
保
険
証
な
ど
）

【
不
在
者
投
票
】

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
「
不
在
者

投
票
」
が
で
き
ま
す
。

①
仕
事
な
ど
で
市
外
に
滞
在
し
て
い
る

　

投
票
用
紙
請
求
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
）
で
、
投
票
用
紙
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
用
紙
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
滞
在
地
の
選

挙
管
理
委
員
会
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

②
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
指
定
施
設
に
入

院
（
入
所
）
し
て
い
る

　

県
選
挙
管
理
委
員
会
の
指
定
を
受
け
た
病
院

や
施
設
な
ど
に
入
院
（
入
所
）
中
の
人
は
、
そ

の
施
設
内
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
各
施
設
の
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
郵
便
等
投
票
】

　

表
１
に
該
当
す
る
人
は
、
郵
便
な
ど
に
よ
る

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用

す
る
た
め
に
は
事
前
に「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」

の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

自
分
で
投
票
の
記
載
が
で
き
な
い
人
で
、
表

１
・
表
２
の
両
方
に
該
当
す
る
場
合
は
、
代
理

記
載
制
度
を
利
用
で
き
ま
す
。

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
特
例

郵
便
等
投
票
】

　

投
票
用
紙
等
の
請
求
時
点
で
次
の
両
方
に
該

当
す
る
人
は
、特
例
で
郵
便
等
投
票
が
で
き
ま
す
。

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
「
自
宅
療

養
」
ま
た
は
「
宿
泊
療
養
」
（
濃
厚
接
触
者
の
一

部
を
含
む
）
を
し
て
い
る

②
外
出
自
粛
要
請
ま
た
は
隔
離
・
停
留
の
措
置

期
間
が
６
月
23
日
～
７
月
９
日
に
か
か
る

　

郵
便
等
投
票
を
利
用
す
る
た
め
に
は
市
選
挙

管
理
委
員
会
へ
事
前
申
請
が
必
要
で
す
。
手
続

き
に
日
数
を
要
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

病
気
や
け
が
な
ど
で
字
が
書
け
な
い
場
合
は

「
代
理
投
票
」
が
で
き
ま
す
。
2
人
の
係
員
が

立
ち
会
い
、
本
人
の
代
理
で
投
票
用
紙
に
記
載

す
る
も
の
で
す
。
希
望
す
る
人
は
、
投
票
所
で

係
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

※
家
族
や
付
き
添
い
の
人
が
代
理
で
記
載
し
、

投
票
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

目
の
不
自
由
な
人
は
、
点
字
器
を
使
用
し
た

点
字
投
票
が
で
き
ま
す
。
係
員
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

　

立
候
補
者
の
公
約
を
ま
と
め
た
選
挙
公
報

は
、
投
票
日
の
2
日
前
ま
で
に
各
世
帯
へ
送
付

す
る
予
定
で
す
。
な
お
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
、
期
日
前
投
票
所
に
も
設
置
し
ま
す
。

　

開
票
は
、
即
日
開
票
で
す
。

■
時
間
…
21
時
20
分
開
始

■
場
所
…
サ
ン
ラ
イ
ズ
杷
木

投
票
で
き
る
人

選
挙
日
に
投
票
所
へ

行
け
な
い
と
き

投
票
所
入
場
整
理
券

投
票
所
の
場
所
・
時
間

投
票
の
仕
方

字
が
書
け
な
い
と
き

点
字
で
投
票
し
た
い
と
き

選
挙
公
報

開
票

 市選挙管理委員会事務局（ 22-1114  22-1185）

＼入場券は“うぐいす色”です／

▲市ホー
ムページ

参議院議員通常選挙
7 月 10 日（日）投票日

期日前投票 6 月23日（木）～ 7 月 9日（土）

私
に
は
、
選
挙
に
行
く
理
由
が
あ
る
。

❹投票記載（選挙区）

❺❺投票（選挙区）投票（選挙区）

❻投票用紙交付
（比例代表）

投票立会人投票立会人投票管理者投票管理者投票立会人投票立会人出口 入口
❶❶受付受付

❷❷名簿対照名簿対照

❸❸投票用紙交付投票用紙交付
（選挙区）（選挙区）

❽❽投票（比例代表）投票（比例代表）

❼投票記載（比例代表）

【投票の流れ】

手帳の種類 区分 程度

身体障害者
手帳

両下肢・体幹・移動機能 １級または２級

心臓・じん臓・呼吸器・
ぼうこう・直腸・小腸

１級または３級

免疫・肝臓 １級～３級

戦傷病者
手帳　

両下肢・体幹 特別項症～第２項症

心臓・じん臓・呼吸器・
ぼうこう・直腸・小腸・肝臓

特別項症～第３項症

介護保険の
被保険者証

要介護状態区分 要介護５

手帳の種類 区分 程度

身体障害者手帳
上肢または視覚

１級

戦傷病者手帳　 特別項症～第２項症

【表 1】

【表 2】

／ すでに始まっています！ ＼
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